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緒 言

Apalcillin(APPC)は 住友化学の研究開発セ ンターで

新 しく合成 されたペ ニシ リン系抗生物質で,Ampicillin

の誘導体 である。Pseudomonas aeruginosaを は しめ

グラム陰性桿菌にす ぐれた抗菌 力を有 し,グ ラム陽性菌

に もCarbenicillinと 同程 度,あ るいはそれ 以上の抗菌

力を示す1)2)。

今 回,わ れわれは本剤の提供を受 け,各 種 の尿路 感染

症 に使用 し,そ の臨床的効果を検討 したので報告 する。

対象お よび方法

昭和52年9月 か ら12月 までに東 京大学医学部 泌尿 器

科 お よびその関連病院に入院中の尿路感染症症例を対 象

とした。総投与例は39例 であ ったが,投 与前尿 中白血

球が視野(400×)で10cells未 満,ま た は投与前 尿中

生菌数が104cells/ml未 満の除 外症例3例,投 与を途中

で中止 した脱落症例2例 を除いた34例 について臨床的

効果 を検 討した。なお副作用は39例について検討した。

症例の内訳は,急 性単純性腎盂腎炎3例,急性複雑性

腎盂 腎炎3例,急 性前立腺 炎1例,慢性複雑性腎孟腎

10例,慢 性複雑性膀胱炎17例 であった。

投与方法は点滴静注が25例,静注が8例,点滴静注

+筋 注が1例 であ り,1日 投与量は19が4例,29か

30例 で,投 与 日数 は大部分(30例)が5日間であった。

総合臨床効 果判定 はUTI研 究 会 の 薬効評価基準

準 して行な った。す なわち,急性症では膿尿,細菌尿,

症状 として発熱を取上げ,こ の3者 の推移を以って著

(Excellent),有 効(Good),無効(Poor)の3段階に

判定 した。慢性症 では膿尿,細 菌 尿の推移に基づき判定

した。

副作用に関 しては,39例 について投与開始から終了ま

での 自覚的副作用 の有 無を観 察 し,血 液検査の可能であ

った症例 につ いては,血 液一般,肝 機能,腎 機能につい
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討 した。

成 績

(性症の臨床成績 をTable1に 示 した。急 性腎盂 腎炎

(単純性3例,複 雑 性3例),急 性前立 腺炎1例,

例であり,全 例点滴静注 にて1日2g投 与 した。全

細菌尿,発 熱の消失がみ られた 。著 効6例,有 効1

あった。

慢性複雑性腎盂 腎炎10例,慢 性複雑性膀胱炎17例 の

成 績をTable2に 示 した。 またUTI研 究会 の 分

に従い,疾 患病態群 別に6群 に分けた。す なわち,

感 染群ではカテーテル留置群 を第1群,前 立 腺術後

症を第2群,そ の他の上 部尿路 感染症を第3群,そ

の下部尿路感染症を第4群 とし,混 合感染群では カ

ーテル留置の有無に よって第5群(留 置),第6群(非

置)とした。第1群 が3例,第2群 が5例,第3群 が

例,第4群 が9例,第5群 が2例,第6群 が3例 であ

膿尿お よび細菌尿に対す る効果を まとめた ものが

ble3で あ る。膿尿についてみ ると,正 常化 した もの

8例,改 善 したものが2例,不 変であ った も の が17

5,細 菌尿につ いてみ ると,陰 性化 した ものが11例,

した ものが1例,菌 交代をお こした ものが3例,不

12例 であった。細菌尿 と膿尿の推移に基づいた総

効果判定では著効6例,有 効7例,無 効14例 で,有

率は48.1%で あった。

また疾患群別にみた総合効果を示 した ものがTable4

ある。単独感染群全体 としての有効率は22例 中著効

例,有 効7例 で54.5%で あ り,混 合感染群では5例

4例は無効であ り,有 効率20%と な り,単 独感染群

してかな り低値であ った。カテーテル留置群(第1

と第5群)は 全例無効であった。

細菌学的効果を急性症あ るいは慢性症 を 問 わ ずUTI

究 会の基準1)に 従い,菌 種別に検討 した。Table5に

す ように分離 された総株 数は40株 であ り,24株 が消

16株 が存続 し,消 失率は60%で あ った。菌種別に消

率をみると,Ps. aeruginosaで57.1%,Str.faecalis

5%と よい成績が得 られた が,E.coliで は50%と

失率が低かった。 な お 投与後出現株 は5株 で あ り,

coli株,Klebsiea1株,Staph. epidermidis 1

Citrobacter1株,Staph.aureus1株 で,菌 種 に

寄 りはみ られなか った。

次に細菌学的効果 をAPPCのMIC(接 種 菌 量106/

との関係でみたのがTable6で あ る。MICが25

g/ml以 下では19株 中14株 が消失,50μg/ml以 上で

17株 中6株 が消 失 し た。E.coliで は9株 中5株 が

μg/ml以 上の 耐性菌 で あ っ た。Ps.aeruginosaで

7株 中6株 はMICが3 .12μg/ml以 下で,そ の うち
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Table 2 Clinical results of APPC in the

* 1 st group (Indwelling catheter) 
2 nd group (Post prostatectomy) 
3 rd group (Upper U. T. I.) 
4 th group (Lower U. T. I.) }Single infection

5 th group (Indwelling catheter) 
6 th group (No indwelling catheter )}Mixed infection
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ents with chronic U. T. I.
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Table 3 Overall clinical efficacy of APPC on chronic complicated UTI

Table 4 Overall clinical efficacy classified by type of infection

Table 5 Bacteriological response of APPC

* Pr. morganii 3 

Pr. rettgeri 2 

Pr. vulgaris 1
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Table 6 Bacteriological response classified by susceptibility of APPC 

(eradicated/No. of strains)

朱が消失 した。

副作用は39例 について検 討 したが,1例 に軽度の血

氏下 と息苦しさ,1例 に発赤 ・発疹を認め,投 与を途

で中止し,1例 に嘔気を認めたが,投 与は継続 した。

夜検査,血 液生化学検査所見 をTable7に 示 した。1

(症例25)にGOTの 上 昇を認 めた が,こ れは基礎

患(膀 胱腫瘍)の 悪化に伴 うもので,本 剤の影響 とは

えに くかった。Al-Paseに つ いては施設に より測定法

翼な り,単 位が同一でないので,各 症例の投与前後の

は記載 しなかったが,本 剤 に よる と考 え られる異常値

みられなかった。

考 案

各種の泌尿器感染症に対 して新合成ペ ニ シリンAPPC

使用 した結果,急 性症 では7例 中著効6例,有 効1例

有効率は100%で あ り,基 礎疾患の有無にかかわ らず

成績であった。急性症では1日 の投与 量が2gで あ っ

が,と くに単純性 であれば,1gで も充分な効果が期

できるであろ う。一方,慢 性複離性感染症27例 では

効6例,有 効7例 で有効率は48.1%で あ り,急 性症

比較して大 きな差がみ られた。 そして慢性症 ではその

染症の病態お よび感 染部位 に よって6群 に分けたが,

群での有効率には大 きな隔 りが あった。単独感染 の下

尿路感染症(第4群)で は有効率66.7%で あった が,

テーテル留置群(第1群,第5群)で は全例無効 であ

た。従って慢性複雑性尿路感染症 での 薬 効 を み る場

この ように感染症の病態,感 染部位,カ テーテルの

置の有無に よって有効率を検討す る必要があ る。 また

礎 疾患や慢性化を導 くような治癒遷延 因子は,そ の感

症の経過を大 き く左右 し,こ れ ら治癒遷延因子を有す

症 例では近年の著 しい化学療 法の発達,新 抗生剤の出

にもかかわらず,そ の治癒 率は必ず しも上 昇 していな

の で 基礎疾患や慢性化 因子の有 無の検索 とそれ ら宿

主側因子を有す る症例 に対す る抗生剤療法成果の解析は

臨床上必須の条件 である。

慢性複雑性尿路感染症 では.Ps.aeruginosa,Serratia

な どのいわゆ る弱毒性 グラム陰性桿菌 の分離が増加 しつ

つあ る。APPCはAmpicillinの 誘導体 であるが,.Ps.

aeruginosaに 感受性を持ち,接 種菌量が106/mlで は

GMと 同程度 の抗菌 力を示す2)。 今回の分離菌の成績 で

もPs.aeruginosa7株 中6株 はMICが3.12μg/ml

以下であ り,Ps.aeruginosaに 強い抗菌力を持 つ こ と

が示 された。そ して この6株 中4株 が臨床上消失 した。

基礎疾患 を考慮す ると,APPCはPs.aeruginosaに ょ

る尿路 感染症に対 して有効な薬剤 と判断 され る。 とくに

Ps.aeruginosaに 対 して現在使用 されてい る薬 剤 は ア

ミノ配糖体系薬剤が主流 であるが,腎 障害,第8神 経障

害 の副作用 の問題点が あ り,ま たCBPC,SBPCの 合成

ペ ニシ リンでは大 量投与 が行 なわれ ている点 か ら,本 剤

はCBpc,SBpcよ り投与量を 減 ら し て,Ps.aerugi-

nosa尿 路 感染症に充分 な効果を期待 できると考え られ

る。

結 論

新半合成ペ ニシ リンAPPCを 各種の尿路感染 症34例

に投与 し臨床効果を検討 した。大部分 の症 例は1日2g,

5日 間点滴静注にて投与 した。

急 性症7例(腎盂 腎炎6例,前 立腺炎1例)で は著効

6例,有 効1例 で有効率は100%で あ った。

慢 性複雑 性尿路 感染症27例(腎盂 腎炎10例,膀 胱炎

17例)に 使用 した結果,著 効6例,有 効7例,無 効14

例 で,有 効率 は48.1%で あ った。

副作用 としては,全 投 与例39例 中,1例 に軽度の血

圧低下 と息苦 しさ,1例 に発赤 ・発 疹,1例 に嘔気を認

めた。 また1例 にGOTの 上 昇がみ られたが,本 剤の投

与が直接関係 してい るかは不 明であった。
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Table 7 Laboratori
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APPC, a new semi-synthetic penicllin, was administered to 34 cases of various infections of urinary 
tract, mostly, by drip infusion of a daily dose of 2g for 5 days. 

Of 7 cases with acute infection consisting of 6 cases of pyelonephritis and 1 case of prostatitis, 

excellent response was seen in 6 cases and good response in 1 case. 

Of 27 cases with chronic complicated urinary tract infection consisting of 10 cases of pyelonephritis 
and 17 cases of cystitis, excellent response was seen in 6 cases, good response in 7 cases, and poor 
response in 14 cases. 

As for the side effect, slight hypotension and dyspnea was noted in 1 case, rash in 1 case, and 
nausea in 1 case. One case showed elevated GOT, though a causal relation with the drug was 
unknown.


